
ベ ンガルのバ ウルの文化 人類学的研究(2)

村 瀬 智

要 旨

本研究は、 イン ド・ベ ンガル地方の 「バ ウル」 とよばれる宗教的芸能集団の民族誌で

ある。

詩人 タゴール(RabindranathTagore1861-1941)が 、20世 紀初頭 にバ ウルの歌の豊

潤 さを紹介 して以来、それまで 「奇妙 な集団の風が わ りな歌」 とみなされていたバ ウル

の歌 が再評価 され るようになった。 タゴールの影響 に より、その後ベ ンガル人学者 に

よって膨大 な数のバ ウルの歌が採集 され、なかには注釈つ きの歌集 として出版 された。

また、バ ウルの歌を分析 し、バ ウルの宗教を考察 した専 門書 もい くつか出版 された。 も

ちろんこれ らの研究 は、バ ウルにつ いてのわれわれの理解におおいに貢献 したのである

が、そこには 「人間としてのバ ウル」 を専 門的に紹介 しようとした民族誌的文献は、事

実上、皆無 である。本研究は、バ ウルの民族誌的記述 と分析 を通 じて、カース ト制度 と

表裏の関係 にある世捨 ての制度 を考察 し、 イン ド文明の構造 的理解 を試み ようとす るも

のである。

キ ー ワ ー ド カ ー ス ト、 カ ー ス ト制 度 、 世 捨 て 、 マ ド ゥ コ リ 、 ベ ン ガ ル 、 バ ウ ル

本稿の前書き

本稿 は、 『大手前大学社 会文化学 部論 集』第6号 に掲載 された拙稿[村 瀬2006:

331-349]の つづ きである。本研究 「ベ ンガルのバ ウルの文化人類学的研究」 は、一連

の研究であるので、前稿 もあわせて読 んでいただ きたい。

注お よび参考文献 は、本稿 に該当す る分 のみを提示す る。

読者の便宜のために、地図は本稿 にも提示する。
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皿.ベ ンガルのバ ウル 民族誌的記述

1.バ ウルの道

世捨て人の もっとも基本的な特徴 は、火を放棄す ることであった。そのことは、世捨

ての儀式 を規定 した ダルマ シャー ス トラ文献 のなか に象徴的 に描 かれてい る[Kane

1941:954-955]。 世捨て人は、 しば しば 「火のない男」(ア ナグニ)と よばれてきた。

火な くして祭祀 をすることがで きない。だか ら彼 は家庭 をもつ ことがで きない。だか ら

彼はさまよい歩 く。火 な くして料理 はで きない。だか ら彼 は食べ物を乞い もとめる。死

に臨んで さえ、彼 は 「火のない男」 だ。彼の死体は、俗人の遺体の ように火葬 され ない。

「火のない男」 にふ さわ しく、彼 は 「土葬」 されるのである。 しか し、火の放棄か ら導

きだ されそ うな世捨て人の特徴は今 でも残 ってい るが、火の放棄その ものの宗教 的意味

は失われて しまったようである。

わた しの フィール ドワーク中に、火の放棄 について述べたバ ウルはひ とりもいなか っ
1)

た。 しか し、彼 らは確 かにマ ドゥコリによって食べ物を得ているし、火葬ではな くて土

葬 される。 そ して、特 定の住居 を もたず、村 か ら村へ と放浪 してい るバ ウルが、バ ン

クーラ県やメデ ィニプール県 にはまだ少 しいるようだ。 しか し、ほ とん どのバウルは今

日ではもはや放浪の生活 をしていないが、バ ウルが定住生活 を始めたのは、それほ ど昔

のことではなさそ うである。た とえば、現在 もっとも有名なバ ウルであるプルノ ・チャ
2)

ン ドロ ・ダ シュ は、 少年 時代 ず っ と放 浪 の生 活 だ っ た。 プル ノの 母 は 、「あ の村 の ア ク
.3)

ラで1ヵ 月、 この村 のアクラで3週 間 とい うような生活だった。そのためわた しは、四

人の子 をすべ て違 うところで産 まねばならなか った」 と証言 した。彼女 はさらに、「プ

ルノはまだ小 さなこどもだった。そのプルノが、 どこで もいい、ビルブム県の どこかへ

住 もうと、わたしに提案 しました」 と語ったのである。プルノの家族は、村か ら村へ と

放浪 し、一軒一軒マ ドゥコリを して生活 していたのである。

マ ドゥコリの生活は、ひと りの人間が 「バ ウルになる」 ため にも、 また 「バ ウルであ

る」ためにも不可欠の要件である。 これは彼 らが選んだライフス タイルである。そ して

この ライ フスタイルその ものが、彼 らが主張す る 「バ ウルの道」(バ ウル ・ポ ト)の 基

1)ベ ンガ ル 語 の辞 書(SamsadBengali-EnglishDictionary,SecondEdition,1987.)は 、 「マ ドゥ コ リ」

とい う語 を、 「蜂 が 花 か ら花 へ と蜜 を 集 め る よ う に、 一 軒 一 軒 物 乞 い を して歩 くこ と」 と説 明 して

い る。

2)PurnoChandraDas(1935-)。 プ ル ノ は 、 プ ロの 音 楽 家 と して 成功 した最 初 の バ ウ ル で あ る。1954

年 、 彼 は 「ア カ シバ ニ」(イ ン ド国営 放 送 の ベ ン ガ ル語 名)に 出 演 し、 そ の傑 出 した 歌 唱 力 で一 躍

有 名 に な っ た。 彼 は そ の 後 、 イ ン ド国 内 だ け で な く海外 に も活 動 の場 を 広 げ 、 ソ連(当 時)、 ア メ

リ カ、 ヨー ロ ッパ 、 日本 な ど世 界 各 地 で公 演 を行 な っ て い る。 彼 は 、 「バ ウ ル は マ ドゥ コ リ の生 活

を や め、 プ ロ の音 楽 家 と して の道 を歩 むべ き だ」 と主 張 して い る。

3)ア クラ とは 、 ベ ンガ ル の ビ シュ ヌ 派(チ ョイ トンノ派)の 僧 院 を さす が 、ベ ンガ ル の あ ち こ ち の村

に は 出家 者 が 自由 に寝 泊 ま りで きる小 屋 が あ り、 そ れ ら も ア ク ラ と よ ばれ る。
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図1:イ ン ドお よび西ベ ンガル州

(出 展TouristMapofWestBengal)

本なのである。バウルの道 とは、「マ ドゥコリの生活 にはじま り、神 との合一 とい う究

極 の目標 にいたる道」である。それは 「人間の肉体は、真理の容器」 とい う彼 らの信仰

に基づいている。バ ウルの説 明は実に明快である。「わた したちは、富 をもたない乞食

です。わた したちの唯一の財産は、 この肉体です。 しか し、 この肉体 には神が住んでお

られる。それ以上に何が必要ですか」 と語るのであ る。

バ ウル研究者のあいだでは、「バ ウル」 という語 は、「ベ ンガルのひとつの宗派 とその
4)

構成員 をさす」 とい う見解が、ほぼ承認 されているようである。 しか しこの見解 は、は

4)た と え ば 、 デ ィ モ ッ ク[Dimock1966:251-255]、 ダ ス グ ー プ タ[Dasgupta1969:160]、 キ ャ プ

ゥ ェ ル[Capwell1986:10]を 参 照 。
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た して正確 なのだろうか。

フィール ドワークの期 間中、わた しは しば しば、バ ウルが 自分 自身の ことをどの よう

に認識 しているかについて質問 をした。 わた しが もっとも頻繁 にきいた答 は、つ ぎのふ

たつであ る。(1)「 わた しはバウルです」。(2)「 わた しはバ ウルの道 をあゆんでいます」。

しか し、だれひとりとして 「わた しはバ ウル派の構成員です」 とはこたえなかった。バ

ウルに とって、彼 らが宗派の構成員であるか どうかは、それほ ど重要 なことではなさそ

うである。

フランスの イン ド学者ルヌーは、 「イ ン ドの宗派の基準」 について論 じてい る。彼 に

よると、 イン ドの宗派は、つ ぎの3つ の基準 をそなえているとされる。第1に 、特有の

神格や聖典を堅持 していること。第2に 、独 自の哲学的視点 を採用 していること。そ し

て第3に 、だれかによって創設 されたこと[Renou1968:91-95]で ある。

これ らの基準 をそなえたイン ドの宗派を検討 してみると、そのほとんどの場合、構造

的にふたつの部分か らな りたっていることに気づ く。第1に 、行者、苦行者、隠とん者、

出家者などの宗派の中心 的部分、つ まり世俗の世界を放棄 した 「世捨 て人」である。そ

して第2に 、数量的にははるかにおお きい、家庭 をもった一般の信者グループ、つ まり

「在家の人び と」である。

イン ドの宗派の基準 をかんが える と、たいへ んあやふやで漠然 としたものではあるが、

ベ ンガルには 「バ ウル派」(バ ウル ・シ ョンプロダエ)と 呼ぶ ことができそ うな組織が

存在す る。そ してベ ンガルのバ ウル派が、イン ドの宗派 としての構造 をそなえているか

の ように、そ こにはふたつの基本的な通過儀礼がみ とめられる。

まず第1は 、「ディッカ」 とよばれる 「バウル派への入 門式」、あるいは 「バ ウル派の

特定の グルへ の入門式」であ る。 この入門式のグルは 「デ ィッカ ・グル」 とよばれ、入

門者 の耳 に 「ディッカ ・マ ン トラ」 をふ きこむ。デ ィッカのあ と、「シッカ」 とよばれ

る一・連の 「宗教的 トレーニ ング」が開始 されることがあ り、そのグルは 「シッカ ・グル」

とよばれる。 シ ッカ ・グルは、 デ ィッカ ・グル と同一人物であ って もよい し、別人で

あって もよい。 また、複数の シッカ ・グルをもって もよい。

そ して第2は 、「ベ ック」 とよばれ る 「世捨て人の身分へ の通過儀礼」である。 この

通過儀礼のグルは 「ベ ック ・グル」 とよばれ、弟子 に新 しい 「こつ じきの鉢」(ビ ッカ

パ トラ)を あたえる。男性 の弟子 は、 こつ じきの鉢 に くわえて、新 しい 「ふん どし」

(ド リ ・コウピン)も うけとる。

それでは、いったいだれがバ ウル派 を構成 しているのであろうか。わた しの観察 によ

ると、バ ウル派の構成員には、マ ドゥコリで生活するバ ウルだけでな く、かな りの数の

在家の信者 も存在す る。それ らの在家の信者は、ベ ンガルの田舎の町や村 に住む、 ごく

ふつ うのヒン ドゥー教徒や イスラム教徒 であ る。 しか しそれ らの在家の信者 は、彼 らの

一174



ベンガルのバウルの文化人類学的研究(2)

グルに入 門 し、一連の宗教的 トレーニ ングをうけ、バ ウルの 「サ ドナ(成 就法)」 を実

践 しようと努力 しているのである。た とえば、 ビルブム県の ラムプールハー トか ら東に

約8キ ロのT村 に、SGBと いうバ ウルのグルが住みついてお り、その村で重要 な役割

をはた している。ほ とんどすべての村 び とは彼の信奉者だった し、実際、そのおお くは

彼の弟子だった。 しか し弟子である村 びとは、 自分たちのことをバ ウル と名の らなかっ

た し、他者か らもバウル とみ なされていなかった。つ ま り、たとえバ ウル派の構成員で

あって も、その人がマ ドゥコ リの生活 を しないか ぎり、バ ウルとはみなされないのであ

る。

論理的に、ディッカの通過儀礼 をうけた人は、すべ てバウル派の構 成員である。バ ウ

ル派の在家の弟子は、デ ィッカの通過儀礼 はうけているが、ベ ックの通過儀礼 をうけて

いない。 ディッカは、弟子 にマ ドゥコリの生活を強制 しない。 もし在家の弟子がベ ック

をうけたとした ら、その人 は世俗の生活 を捨て、マ ドゥコリをして生活 しなければなら

ない。これはルールである。

それでは、バ ウルはバ ウル派の世捨て人の ことで、すべ てのバ ウルはデ ィッカとベ ッ

クの通過儀礼 をうけているのだろ うか。わた しの観察 によると、何 人かのバ ウルは、

ディッカとベ ックの両方 ともうけていている。 また何人かは、ディッカだけをうけてい

る。 しか し、大半のバウルは、その両方 とも経験 していない。

デ ィッカの通過儀礼 をうけていないバ ウルは、バ ウル派の構成員ではない。 したがっ

て宗教 的 トレーニ ングもうけていない。 しか し彼 らは、「わた しはバ ウルの道 をあゆん

でい ます」 とこたえたのであ る。バ ウルの道 をあゆんでいる と語った彼 らは、 「バ ウル

の歌 と音楽の伝承者」 である。 しか し、「バ ウルの歌 と音楽の伝承者」は、かな らず し

も 「バ ウルの宗教の伝承者」ではないのである。

それでは、バ ウルの道 をあゆんでいる と語った彼 らは、バウルの衣装を着てバ ウルの

歌 をうたい、音楽 を演奏す るだけの、「にせ もの」のバ ウルなのであろ うか。すでにあ

きらか なように、宗派 とい う視点か らではベ ンガルのバ ウルの現実が把握で きない。 な

ぜ ならば、バ ウルという語が 「ベ ンガルのひ とつの宗派 とその構 成員」をさす な ら、み

ずか らバ ウルと名の らず、他者か らもバ ウル とみなされていない 「在家の弟子」 を、ベ

ンガルのバ ウル として算入 しなければな らないか らである。 また、みずか らバ ウル と名

の り、他者か らもバウルとみなされている多数の 「にせ もの」 を、ベ ンガルのバ ウルか

ら除外 しなければならないか らである。

バウルのライフヒス トリーに関す るわた しの資料 は、ディッカの通過儀礼 をうけたバ

ウルは、それ をうけた時点で、すで にマ ドゥコリの生活 を採用 しバ ウルになっていた、

という事実 を暴露する。そ してベ ックの通過儀礼 は、デ ィッカの通過儀礼 よ りも、 さら

にのちの人生ので き事だったのである。
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「神 との合一」 とい うバ ウルの宗教の究極の 目標 に到達す るためには、バ ウルの 「サ

ドナ(成 就法)」 とよばれる宗教儀礼 を実践 しなければならない。そのためには、デ ィッ

カをうけて特定のグルに入門 し、一連の宗教的 トレーニ ング(シ ッカ)を うけることが

不可欠である。 しか し、おお くのバ ウルが証言す る。 「バ ウルの道 の第一一一歩 は、マ ドゥ

コリの生活 を採用す ることであ る」 と。ベ ンガルのバ ウルは、本質的に、「バ ウルの道

を追求す る人」である。バ ウルの道の追求者 とバ ウル派の構成員 とは、かな りの部分で

重複する。 しか し 「バ ウルの道」 と 「バウル派」 とは、次元のちが う概念なのである。

バ ウル研究者のあいだにみ られる混乱 は、彼 らの関心の中心が、「人問としてのバウ

ル」 よ りも、バ ウルの歌や宗教や音楽 「そのもの」にあったことに起因す るように思わ

れる。結果 として彼 らは、バウルの主張す る 「バ ウルの道」 とい う概念その もの と、バ

ウル派の 「在家の弟子」の存在 に気づ かなかったのである。以上 の議論か ら、「バ ウル

の道の追求者」 と 「バ ウル派の構 成員」 との関係 は、つ ぎの図2に 示すことがで きるだ

ろ う。

バ ウルの道の追求者
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バウル派の構成員

通過儀礼を受けた在家の弟子

通過儀礼 を受けたバウル

通過儀礼 を受 けていないバ ウル

図2:「 バ ウル の道 の追 求者 」と「バ ウル 派 の構 成 員」
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おお くのバ ウルが説明 して くれた 「バ ウルの道」 を要約すると、つ ぎのようになるか

と思 う。

人は、 もしバ ウルの道に したが うな らば、だれでもバ ウルになれる。ただ し、バウル

の道の第一歩 では、(カ ース トの義務 を放棄 し)マ ドゥコリの生活 を採用 しなければな

らない。バ ウルの道の究極 の目標 は、人間の肉体 に存在する神 と合一 し、神 を実感す る

ことである。バ ウル と名の り、バ ウルの歌 をうたい、マ ドゥコリの生活をするだけでは、

バ ウルの道の半分 しかすすんでいない。バ ウルの道の究極 目標 に到達するには、宗教的

トレーニ ングが必要である。バウルの歌 を通 じてバ ウルの宗教 をまなび、 ヨーガを通 じ

て 自己の心身を鍛えなければならない。そ して最終的に、バ ウルのサ ドナを実践 しなけ

ればならない。そのためにはグルの導 きが必要である。

2.も うひ とつのライフスタイル

「マ ドゥコリ」の生活は、バ ウルが選択 した ライフスタイルである。彼 らはマ ドゥコ

リとい う世捨 て人のライフスタイル を採用 し、「バウルになった」のである。それでは、

ベ ンガル社会 の 「だれが」 「なぜ」マ ドゥコリの生活を採用 し、バ ウルになったのであ

ろ うか。

まず、バ ウルの姓 と出身カース トを検討 しよう。

国勢調査 などによりカース ト意識が高 まっていった19世 紀末以降、姓 に相当す る要素

や個人名の一部 を親 と子が共有す る形態が社会一般 に広 まっていった。姓 を名の ること

が一般化す る過程で、 ヒン ドゥー教徒の姓 として採用 されたのは、 カース ト名(ジ ャー

テ ィ名)、 ゴー トラ名(伝 説 的な始祖 に結合 した外婚集団名)、 称号 ・資格、先祖の発現

地やその特徴、職業 ・役職名な どであるとい う 〔藤井1992:411-512]。 しか しベ ンガ

ル社会 の、いったいだれが 「バ ウルの道」をあゆみは じめたのかを、バ ウルの姓か らさ

ぐることはほぼ不可能である。 なぜな ら、ほとん どのバ ウルは 「ダシュ」や 「ダシュ ・

バ ウル」 といった姓 を名のってい るか らである。 「ダシュ」 という語 の意味は 「召使」

である。 だか らといって、彼 らが シュー ドラ階級 出身者 だと即断で きない。 これ らの姓

は宗教名 である。彼 らはバ ウルになった時点で改名 し、 あた らしい姓 として 「ダシュ」

(神の しもべ)や 「ダシュ ・バ ウル」(神 の しもべ のバ ウル)と いった宗教名 を名のった

のである。 これ らの宗教名には、出 自や家柄 などを暗示す る 「しる し」が まった くない。

バ ウルに彼 らの以前の姓 について質問 しても、ほ とん どのバ ウル はこたえ ようとしな

かったのであ る。

出身 カース トについての質問に も、ほ とん どのバ ウルが こたえなかった。なか には実

在 しない 「人間カース ト出身」(人 間にはカース トの区別はない)と か、「男性 カース ト

出身」(人 間には男か女 しかない)と か、「鳥 カース ト出身」(鳥 のように 自由だ、つ ま

一177



大手前大学論集 第8号

りカース トがない)と こたえて、 わた しの質問 をは ぐらかすバ ウル もいた。 このことは、

バ ウルがカース トその ものを否定 していることを反映 している。 また、質問にこたえて

くれたバウルの出身カース トも、最上層のバ ラモ ンか ら中層や下層 カース ト、そ して最

下層 にいたるまで、ベ ンガル社会の全 階層にお よんでいる。 したがって、バ ウルの出身

カース トの傾向について も、 これ といった結論 をだす ことができない。

一般的に、教育水準 と経済水準 は比例する といわれる。バウルの出身経済階層 を、バ

ウルの学校教育年数を手がか りに検討 しよう。

イ ン ドの学校教育制度 は、普通教育10年(初 等教育5年 、前期中等教育5年)、 後期
5)

中等教育2年 、大学教育3年 である。1991年 の国勢調査 の結果 による と、7歳 以上の識

字率 は52%で 、は じめて半分 をこえた。 これは全 国的な就学率の向上の結果である。 し
6)

か し性別でみ ると、男子64%、 女子39%で 、この格差は独立以来縮小 していない。

66名 のイ ンフォー一マ ン トの学校教育年 数は、10年 以上が2名(3%)、10年 が1名

(1.5%)、6年 か ら9年 が6名(9.1%)、5年 が5名(7.6%)、1年 か ら4年 が23名

(34.8%)、1年 以下が29名(43.9%)で ある。 これ らの数字か ら判断するか ぎ り、バ ウ

ルの識字率 は、一般のベ ンガル人のそれ と、ほぼか わ らない ようである。学校教育年数

1年 以下には高齢者や女性がおおいの も、一般のベ ンガル人の傾向 と一致す る。 ちなみ

に、学校教育年数10年 以上の2名 のバウルは、いずれ も大学卒である。

バ ウルの学校教育年数の特徴 は、初等教育(小 学校)や 前期 中等教育(中 学校)の 修

了者 に対 して、中途退学者 の比率がたかい ことである。これは、大多数のバ ウルが、ベ

ンガル社会の経済階層の下層 または最下層出身者であることを反映 している。貧困層 に

とって、不測の事態が発生 した ときに対処 しうる手段は、 まず教育費 を削減することで

ある。

ベ ンガル社会 の 「だれが」「なぜ」バ ウルになったかを、バウルの ライフヒス トリー

か ら考察 しよう。 まず、い くつかの事例 を紹介 しよう。

事例1:NDB

NDBは 、1952年 、東パキスタン(現 在 のバ ングラデシュ)の ダッカ県N村 で生 まれ

た。生 まれて まもな く、両親 とともにイ ンド ・西ベ ンガル州ナデ ィア県T町 に、難民 と

して移住 した。ナデ ィアに移住 してか ら妹がふた り生 まれた。 しか し、父母は別居状態

で、父は月に一度か二度家 に帰るだけだった。父母 は不仲で、夫婦喧嘩が絶えなかった。

5)イ ンドでは、学校教育制度の運用は州政府にゆだねられている。西ベ ンガル州の場合、大学進級試

験は、前期中等教育終了年(10年 生)と 後期中等教育終了年(12年 生)に 実施される。

6)2001年 の国勢調査では、識字率は65.4%に 上昇した。インドの識字教育は成果を生み出しつつある

と評価できる。 しか し、識字率の男女間の格差はいまだに縮小 していない。この事実は、依然 とし

てインドが教育の機会の不均等という課題をかかえていることを示 している。
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NDBが4歳 か5歳 の時、父母は正式に離婚 し、父は24パ ルガナス県のN村 に転 出 した。

両親の離婚後、妹たちは、母の もとに残 ったが、NDBは 父方の祖母 といっ しょに住 む

ようになった。祖父はすでに亡 くなっていた。祖母 は詠歌 をうたって物乞 いをしなが ら

NDBを 育てた とい う。

NDBが8歳 か9歳 のとき、母が亡 くなった。母の死 を父 に知 らせたが、父は来なかっ

た。それ以後、父か ら消息が絶 えてい る。妹たちとも会っていない。

NDBが12歳 か13歳 の とき、祖母が亡 くなった。祖母 の死後、NDBは ひ とりぼっちで、

ナデ ィア県やムルシダバー ド県 を転 々とした。生活費 は、村 や列車 で歌をうたって稼 い

だ。歌 や音楽は子 どものころか らす きで、母や祖母 か ら習った。NDBは 、15歳 か16歳

ころか ら、バ ウルと名の り、バ ウルの衣装 を着て、バ ウルの歌 をうたうようになった。

バ ウルの歌 は、他のバ ウルが うたっているのを聞 きおぼえた。

NDBは 、19歳 か20歳 の とき、ナデ ィア県で結婚 したが、 まもな く離婚 した。17歳 に

なるはずの息子は、現在ナディア県に住んでい るが、 ここ数年会っていない。NDBは 、

27歳 か28歳 の とき再婚 した。現在 は、2度 目の妻 と子 どもたちと暮 らしている。

NDBは 、昨年(1987年)、 ナディア県A村 か らビルブム県 ボルプール市S地 区に移住

した。その理由は、S地 区はボルプール駅に近 く、列車で歌 をうたって稼 ぐのに便利 だ

か らである。 またボルプ.._ルは、 ヴィシュヴァ ・バーラテ ィ大学 の所在するシャンティ

ニケー タンに隣接 してお り、バ ウルの歌の歌手 として活動す る機会がおおい と考えたか

らである。

事例2:PRD

PRDは 、 ビルブム県のJK村 に住む50代 後半のバ ウルである。彼 はバル ドマ ン県のB
7)

村 で生 まれた。彼の父はバ ウリ ・カース ト出身で、 日雇いの農業労働者だった。 しか し

父は病気で、ず っと寝た きりだった。

PRDは 、子 どものころか ら歌や音楽がたいへんす きだった。彼は素人の音楽好 きの グ
8)

ル ープ に参加 し、 そ こで歌 を うた っ た り、 踊 りをお どった りしてい た。 「カナ イ ・パ ブ」

が グル ー プ の リー ダー だ った。 あ る 日、 カナ イ ・パ ブ がPRDを む か え に、家 まで 来 て

い た。PRDは 病 床 の父 に、 「カナ イ ・パ ブが むか え に きて くれ た。 ぼ くは歌 を うたい に

行 きた い。彼 とい っ し ょに行 きた い」 と、 許可 を求 めた 。そ の とき、父 は しば ら く息子

の顔 をみ つ め、 「お まえ は、 将 来、 歌 を うた わね ば食べ て ゆけ ない だ ろ うな」 とい っ た。

PRDは まだ子 ど もだ った。 彼 に は父 の 言 葉が 理解 で きなか っ た。 数 日後 、PRDは 家 に

7)バ ウ リ ・カ ー ス トは、 西 部 ベ ンガ ルで 、 輿 か つ ぎ、 農 業 労 働 、 土 工 、 石 工 、 レ ンガエ な どの 職 業 を

生 業 と した カ ー ス ト。 バ ウ リ ・カー ス トの社 会 的 地位 は非 常 に ひ くい。

8)「 パ ブ」 は 、 男性 の年 長者 に対 す る尊 称 。 名 前 につ け て 「～ さん」。
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帰 った。 しか し彼は、父 に会 うことがで きなかった。父は、PRDが11歳 の ときに亡 く

なった。

父の死後 まもな く、PRDは 結婚 した。妻 もバ ウリ ・カース ト出身だった。彼 らの結婚

は、双方の親族が相談 して きめた。彼 らは結婚 したが、夫 と妻 はまだ幼 い少年 と少女

だった。 しか しPRDは 、食べ るために働かなければならなかった。彼は、かつて父が

していたように、 日雇 いの農業労働 をして生活費 を稼いだ。 日の出か ら日没 まで、ただ

命 じられるまま家畜の ように働いた。夜 になって数曲の歌 をうたうのが、唯一・の楽 しみ

だった。

PRDは 、ふ としたきっかけで 「振 り子行者」 とい う愛称のバ ウル と出会 った。振 り子

行者は、仲間 といっしょにPRDの 住 んでいたB村 にやってきたのである。彼 らは、人

家の門口で 「神の御名」 を唱えてマ ドゥコリを していた。また彼 らは、村 の一角でバウ

ルの歌 もうたっていた。PRDは 、愛用の楽器を抱 えて家をとびだした。

この ときPRDは 、振 り子行者 にバ ウルの歌 を一・曲教 えて もらった。振 り子行者は、

最初に歌詞のすべ てをゆっ くりと語 り、そのあ と、歌詞の一節一・節 をゆっ くりと繰 り返

した。PRDは 、一節一節、振 り子行者のあ とをゆっ くりと復 唱 した。振 り子行者 は、

PRDが 歌詞 をおぼえると、その歌 をうたわせ た。PRDが うたってい るあいだ、振 り子

行者は手拍子 をとり、PRDが まちがうと、それ を訂正 した。振 り子行者は、上手 な歌い

手ではなかった。 しか しPRDは 、振 り子行者がバ ウルの歌 をたいへ んよ く知っている

というこ とに、す ぐに気がついた。PRDは 、カース トの存在その ものを否定するバウル

の歌がすっか り気 にいった。そ して、振 り子行者 にもっ と歌 を習いたい と思い、仲 間に

加 えてほしい と頼んだ。振 り子行者は、PRDの 頼み を聞 き入れた。PRDは 、バ ウルの

歌 をうたいなが らマ ドゥコリをして生活費を稼 ぎは じめたのである。その ときPRDは 、

16歳 か17歳 だった。

事例3:BDB

BDBは 、1937年 、 ビルブム県のS村 で生 まれた。彼 はそ こで、母 と兄 とい っしょに

住んでいた。BDBの 母 は、 クリシュナ神の賛歌 キールタンの名人だった。彼女は 「キー

ルタンの歌姫」(キ ル トネール ・ラニ)と よばれ るほ ど華やかで、歌手 としてたいへん

人気があった。

BDBの 父は、 ビルブム県のK村 でBDBた ちとは別に住んでいた。彼はそ こに別の家

庭 をもっていた。父の実家 は、最高位 にランクされた由緒ある家柄の 「クリン ・バ ラモ

ン」で、か な りの農地 を所有 していた とい う。 しか し、父は財産 と家庭 を捨 て、バ ウル

の道 を追求す るようになった。彼はPDBと 名の り、村 か ら村へ と放浪す る生活 をはじ

めた。
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厳格な祖父にすれば、若 いころか らあちこちと外 出 し、結婚後 もお ちつかず人気歌手

と恋仲にな り、あげ くのはてに妻 と子 を捨ててバウルになった父は、 とんで もない 「放

蕩者」だった ようである。 しか し、父にすれば、規則でがん じが らめのク リン ・バ ラモ

ンの生活 と、意思 に反 した結婚生活 をつづけることは、「耐 えがたいこと」 だった よう

である。

BDBは 子 どものころか ら歌や音楽がす きで、母か らた くさんの歌を習った。そ して、

ときどきや って くる父か らも楽器の演奏法 を教 えて もらった。彼 らは会 うたびに歌 をう

たい楽 しくす ごした。

BDBが9歳 のとき、S村 か らボルプール駅の裏手のS地 区に移住 した。洪水で家が流

されて しまったか らであ る。 まもな くバ ウル となった父 も同居す るようになった。 しか

し、彼 らの生活 は急 に貧 しくなった。 この ころか らBDBは 、歌 をうたって稼 ぐように

なった。それ以来、彼 は経済的に 自立 している。

BDBは 、20歳 す ぎか ら深刻に悩 んだ時期があった。 「クリン ・バ ラモンだった父 と人

気歌手 の母 との間に生 まれた自分は、い ったい何者なのだろ うか」 と自問 した。「父の

ように、バ ウルの衣装 を着てマ ドゥコリを して稼いでいるが、 自分は本当にバ ウルなの

だろうか」 と自分 の心 に問 うた。BDBは 、本 当はマ ドゥコリな どした くなかった。歌

や音楽以外の仕事の可能性 についても考えた。 しか し、読み書 きも満足 にで きない彼に、

まともな仕事 などあるはずがなかった。彼 は 「生 きる術 はマ ドゥコリしかない」 ことを

思い知 った。「マ ドゥコリの生活 は、飢 えよりまし」 と悟 ったのである。

事例4:AGB

AGBは 、1952年 、 ビルブム県北部のN村 で生 まれた。彼が2歳 半の ときに、妹が生

まれた。 しか し、母は産後の肥立ちが悪 く、妹が まだ生後21日 の乳児のときに亡 くなっ

た。母の死後、「マ シ」(母 の姉妹)が 妹を育てて くれた。マ シが出産後の授乳期だった

ことは、妹に とって幸運 だった。AGBは 母方の祖父母 に育て られた。

AGBの 父はバ ラモ ン司祭者 だった。母の死後まもな く、父はランプールハー トに転 出

し、そ こで再婚 した。父はときどき面会に来て くれた。

AGBの 祖父母は、熱心 なヴィシュヌ教徒 だった。祖父母の家では、毎 日朝 夕に、打楽

器をうちなが ら 「神の御名」 を勤行す るのが常だった。AGBも 祖父母の横にす わって勤

行 した。 また年 に1度 か2度 は、「モホ トショブ」(宗 教的大宴会)も 開催 された。宴会

に招待 されるのは、ヴィシュヌ派の行者や在家の信者だった。家の中庭で、何百人 もの

招待客がいっしょに食事 をす る光景は、それは壮観 なものだったという。

祖父母 はAGBを 学校 に通わせた。AGBは 勉 強が嫌いだったわけではないが、 なん と

な く学校 になじめず、3年 でやめた。学校 をやめたあ と、祖父母は音楽好 きの孫 に、両

181一



大手前大学論集 第8号

面太鼓の 「コール」 を与 えた。AGBは そのコールがたいそ う気に入 り、朝か ら晩 まで練

習 した。

AGBが16歳 か17歳 の とき、祖父母があいついで亡 くなった。祖父母の死後、AGBは

父 と同居す ることになった。父はAGBに 、バ ラモ ン司祭者 としての訓練 をは じめた。

最初 は、神像 に水や花、食物 などの供物 を捧 げ、礼拝 を父の指示 どお りに行 った。将来

は、寺院や祭の場で詳細な儀軌に もとつ いて行 う礼拝 も訓練 され るはずだった。

父の家には、父、継母、腹ちがいの弟 と妹がす んでいた。 しか し父の家は狭 く、AGB

の居場所 がなかった。継母は何かにつ けてAGBに つ らくあたった。AGBも 継母 のこと

を嫌っていた。 しか しAGBは 、彼 の感情 を父 に伝 えることはできなかった。彼 は しば

しば外出 しては、あて もなくラムプールハー トの町をうろつ くようになった。

ラムプールハー ト駅西側のS地 区に、AGBの 祖父母 と懇意だったRG師 とい うビシュ

ヌ派の行者がいた。AGBが 家に帰 りそびれたとき、彼 はしばしば師のアーシュラムに宿

を求めた。AGBが 「今晩泊 めて くだ さい」 と頼 む と、師はいつ も彼 を大歓迎 し、アー

シュラムに招 き入れた。

AGBが21歳 のとき、父が急死 した。父の後継者 として、腹ちがいの弟がバラモ ン司祭

者になった。父の死後、AGBは 父 の家 に帰 らな くなった。居心地の よいRG師 のアー

シュラムに、いつ の間にか住みついて しまったのである。そ してご く自然 に、AGBは

コールをたたいて神 の御名を唱え、マ ドゥコリをして生活するようになった。

事 例5:NGB

NGBは 、1952年 、 ナ デ ィア県 のK村 に生 まれ た。 彼 の両 親 は、東 ベ ンガル(現 在 の

バ ング ラデ シュ)出 身で 、 イ ン ドとパ キス タ ンの分 離独 立 のす こ し前 に、 西ベ ンガル に

9)

移住 していた。両親がK村 に定着 した とき、父 はそこで約20ビ ガの農地を購入 した。

NGBは 子 どもの ころか ら音楽がす きだった。彼は学校で勉 強す るよ りも、専 門の先

生に師事 して、本格的 に音楽の勉強を したいと思 っていた。彼は母 といっ しょに、彼の

希望 を父 に伝 えた。 しか し、父 は息子の希望 を無視 して学校 に行かせた。子 どもだった

NGBは 、父 に逆 らうこともで きず、10年 間学校 に通 った。父 は息子が大学 に進学する

もの と思 っていた。 しか しNGBは 、大学進級試験 に失敗 して しまった。父は、親 の期

待 にそむいた と非常 に怒 り、「勉強が嫌いなら働 け」 と息子 に命 じた。NGBは 、い くつ

かの片手間仕事を した。 しか し、一生の仕事に したい と思えるものは見つか らなかった。

NGBの 兄 は父に従順で、常 に父の期待 にこたえていた。父のい うとお り大学 を卒業

し、小学校 の教員 にな り、父の取 り決めた結婚 をした。

9)「 ビ ガ」 は、 イ ン ドの地 積 の単 位 。1ビ ガ ≒1335.5平 方 メー トル。
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NGBが19歳 が20歳 の とき、父は突然、息子の意向 を聞 く前 に、結婚の取 り決めを し

て しまった。NGBは 結婚のことな ど考えたこ ともなかった。NGBの 友人 には、親の取

り決めた結婚 に従った者が何 人かいた。 しか し、結婚生活がかな らず しも幸福 とは思え

なかった。本人の意向を無視 した結婚は、人を家庭生活 とい う牢獄 に閉 じ込めるだけだ

と思 った。NGBは 、生 まれては じめて父の命令 を拒否 した。父は 「親 を無視す るよう

な息子 は息子ではない。 出て行け」 と、 どな り散 らした。

数 日後、NGBは 家 を出た。そ してPB師 を訪ねた。師はビシュヌ派の行者で、R村 に

アー シュラム をもっていた。師は、NGBの 住 んでいたK村 のだれかの家 をときどき訪

問 していたので、NGBは 子 どもの ころか ら師の ことを知 っていた。師 は会 うたびに

NGBを かわいが り、NGBも 師を慕 っていた。NGBは 師に事情 を話 し、師のアーシュラ

ムに しば らく滞在 したいと懇願 した。師はNGBの 願 いをかなえた。

NGBは 、PB師 の アー シュラムに約1年 間滞在 した。その間に、NGBは ディ ッカを

受け、師の弟子 となった。NGBは 師か ら宗教名 を授け られた。NGBは 、今 までの人生

が終了 し、新 しい人生がは じまった と思 った。

NGBは キ ョウダイ弟子か ら楽器演奏の手ほどきを受 けた。 そ して、小 さなシンバ ル

(コ ルタール)を 購入 した。 もともと音楽がす きだった彼はす ぐに上達 した。ある 日、

NGBは 生 まれては じめて、 シンバ ルをたた き 「神 の御名」 を唱 えなが ら、マ ドゥコリ

に出かけた。NGBは わずか数時間で、数キロの米 とい くらかの現金 を集め ることがで

きた。そ れは予想 を上回る ものだった。つ まし く暮す な ら、それだけあれば十分だ と

思 った。その とき彼 は、心 にひ らめ くものを感 じた。

NGBは 、 いつ もどこかへ行 きたい と思 っていた。彼 は自分の人生 を自由に生 きたい

と思 って いた。土地や家 に執着 し、家庭 とい う牢獄 につ ながれ るのだけは避 けたい と

思 っていた。彼 は一所不住 の人生を送 りたいと思 っていた。彼 はPB師 に別れ を告げ、

聖地巡礼の旅 に出かけた。

聖地巡礼の旅が5年 目に入ろうとしていたころ、NGBは 、西ベ ンガル州 のB町 を訪
10)

ねた。B町 は イ ン ドにあ る 「五 十一 母神 座所 」(シ ョクテ ィ ・ピー ト)の ひ とつ で あ る。
11)

B町 は、シャー クタ派の聖地である とともに、 シヴァ派の聖地で もある。B町 は豊かな

温泉で も有名であるが、町は静かで平穏 な雰囲気 にみちていた。町のはずれには、清 ら

10)B町 に は 、 水 牛 の 姿 を した 魔 神 を退 治 した ド ゥル ガ女 神 を祀 った 「モ ヒ シ ャモ ルデ ィニ 寺 院 」 が あ

る。 ドゥル ガ は ヒ ン ドゥー教 の大 女 神 。 シヴ ァ神 の妻 。 ドゥル ガ は 「超 えが た い女 性 」 とい う意 味

で 、 悪 魔 た ち を殺 す 恐 ろ しい 女 性 戦 士 とみ な され て い る 。

11)ヒ ン ドゥー教 は、 シ ヴ ァ派 とヴ ィシ ュ ヌ派 の2派 を基 本 とす るが 、3番 目に シャー ク タ派 を た て る

こ とが あ る。 「シ ャー ク タ」 とは 「シ ョクテ ィ」 の 形 容 詞 形 で 、 「シ ョク テ ィを信 じる人 び と」 を意

味 す る。 シ ョ クテ ィ と い う語 は 元 来 「力 」 「エ ネル ギ ー 」 を意 味 す る普 通 名詞 で あ る が 、 静 的 男 性

に対 して 動 的 女 性 と い う イ ン ド的 観 念 か ら、 絶 対 神 の 力 の 側 面 と して の シ ョク テ ィ は、 神 妃 と して

人 格 化 され る よ う に なっ た 。
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かな川 も流れていた。
12)

NGBがB町 を訪ねた とき、彼 は寺院 に住みついてい る巡礼中のサー ドゥーを見かけ

た。NGBはB町 に しばら く滞在 して もよいなと思 った。そ して、だれ も滞在 していな

いシヴァ寺院 をみつけ、そこをしばらくの宿 とすることに した。毎朝、寺院の掃除を し、

神像 を花 で飾った。神像 に捧 げられた供物 を、「お さが り」(プ ラサー ド)と して食べ る

ことがで きた。彼の寺 院滞在 に反対する者は、だれ もいなかった。

しば らくして、NGBはB町 に数人のバ ウルが住 んでいるのに気づ いた。 そ して、バ

ウルがそれぞれ歌 をうたいなが らマ ドゥコリを しているのを見かけた。 また、彼 らが と

きどきグルー プを組み、いっ しょにバ ウルの歌や音楽 を演奏 しているのを知 った。彼 ら

は仲 が よく、 とて も楽 しそ うにみ えた。NGBは 楽器の演奏 はで きたが、歌 は うたえな

かった。彼 はバ ウルの歌 にすっか り魅せ られて しまった。

NGBは 、過去4年 間イン ド中を放浪 し、聖地巡礼の旅 を続けて きた。いつ も孤独 な

一人旅 だった
。彼 は 「この4年 間の旅 は、 ひとりで当てもな くさまよっていただけなの

か」 と自問 した。「そろそろ放浪生活 に区切 りをつけてもよいな」 と思った。NGBは バ

ウルの歌 を習 いたいと思った。そ して、B町 のバ ウルの仲間に加 わ りたい と思った。

B町 のバウルは、最初NGBの ことをサー ドゥーと思 っていた。なぜな らNGBは 、 シ

ヴァ寺 院を仮 の宿 とす る一所不住の巡礼者であ り、ぼろを身にまとい、髪や髭 は伸 び放

題、 しか も所持 品 もほ とん どなかったか らである。実際、彼 らはNGBの ことを 「サー

ドゥー ・ババ」 とよびか けた。 しか し、NGBの ライフス タイルはサー ドゥーの ようで

はあ るが、本物のサー ドゥーではなかった。 もっ とも、サー ドゥー とみなされることは、

巡礼の旅 をつづけ るには便利な こともしば しばあった。旅行 中、NGBの 無賃乗車 をと

がめた車掌 はひとりもいなか ったのである。 しか しNGBは 、一・所不住のサー ドゥーの

ような行動 をやめ るのは今 だと思 った。NGBは 、バ ウルの歌 を習いたい とバ ウルに伝

え、仲間 に入れてほ しい と頼 んだ。彼 らはNGBの 意外 な要請 に驚いた様子だったが、

「OK。 君がその気 なら、 われわれは大歓迎だ」 とあっ さりと許可 した。 それ以来NGB

は、バ ウル と名の り、バ ウルの衣装 を身にまとい、バ ウルの歌 をうたうようになった。

マ ドゥコリの生活は、PB師 のアー シュラム滞在時か ら続いている。

事例6:MBB

MBBは 、「大卒バ ウル」である。彼は1941年 、バ ンクーラ県 で生 まれた。出身カース

トは、油 しぼ りカース トの 「テー リー」であるが、父は約15ビ ガの土地を所有す る裕福

な農民だった。大学卒業後、中学校 の教師の職 をえたが、 うまくやってゆけず2年 で退

12)サ ー ドゥー は 、 ヒ ン ドゥー教 の 出家 の乞 食 遊 行(こ つ じき ゆ ぎ ょう)の 修 行 者 。
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職 した。その後、やは り教師 をしている兄の紹介 で別の中学校 に勤めたが、やは りうま

くやれず、そ こも2年 で退職 した。彼 は、教師 としての 自分 の資質に疑問をもち、悩み

つづけた。 その間、宗教講話を聞 くためにコル カタ(カ ルカ ッタ)の ラーマク リシュ
ユヨ　

ナ ・ミッシ ョンなど、い くつかの施設を遍歴 した。 またヴィヴェーカーナ ンダの著作集

などを読みあ さった。解決を求めて試行錯誤 していた時期があったのである。
　の

MBBが27-28歳 の とき、友人 とふた りで、徒歩でプ リー巡礼 を計画 した。途中のメ

デ ィニプール県R村 の河原で、彼 らは 自炊 をしていた。彼 らの行動 を不審に思った村 び

とが、その村でアー シュラムをもっていた宗教的求道者に報告 し助言 をもとめた。村 び

とは助 言 に従 い、MBBら をアー シュラム に連れ てい った。MBBは そ こで、 ホ リダ

シュ ・ボイラッギャ ・バ ウルに出会ったのである。MBBは 、無学 のバ ウルが真理を語

るのを聞いた。そ して、真理 を前 に して知識は無力であることを悟 った。彼 は友人 と別

れ、このバ ウルに弟子入 りを した。そ して、グルの歩む 「バ ウルの道」へ彼 もつづいた

のである。

事例7:SD

ビルブム県T村 のSDは 、「元バ ウル」である。彼 自身、「わた しはバウルだったが、

もはやそ うではない」 と述べた。SDは 、小 さい時に両親 を失い、子 どものいなか った

母の兄 に育て られた。伯父は、 ヴィシュヴ ァ ・バー ラティ大学に、庭 師として勤めてい

た。SDは4年 間学校 に通ったが、勉強が好 きで はなか ったのでやめた。そのあ と仕事

にもつかずブラブラとした生活 をしていた。退屈 しの ぎの趣味 として、 シュ リニケー タ
ユら　

ンのBDBと い う名のバ ウルに歌 を習 いは じめた。SDが18歳 か19歳 の とき、彼 は伯父の

もとを離れ、バ ウルのライフス タイルを採用 した。彼 はバウルの衣装 を身につ け、人家

の門口で歌 をうたい、マ ドゥコリをして生活 をす るようになったのである。その とき、

彼 は確 かに 「バ ウルの道」 を歩み はじめた。そ して、バ ウルの生活が10年 ばか りつづい

た。 しか し彼 は、伯 父が死 んだ と同時 に、「バ ウルの道」 を歩むのをやめて しまった。

彼は、伯父の家屋敷 と大学 のお抱 え庭 師の職 を、そっ くり相続 したのである。

さて 、ベ ンガ ル社 会 の 「だれが 」 「なぜ 」バ ウ ル にな っ たか を、 バ ウル の ラ イ フ ヒス

13)Vivekananda(1863-1902)。 近 代 イ ン ドの ヒ ン ド ゥー 教 の 復 興 運 動 の 完 成 者 で あ るば か りで は な く、

社 会 奉 仕 を強 調 し、 イ ン ドの覚 醒 を促 し、 イ ン ド民 族 運 動 に も影 響 を与 え た。1897年 、 師 の 名 を冠

した ラー マ ク リシ ュナ ・ミ ッシ ョン を創 設 して 、 世 界 に 向 け て の伝 道活 動 を行 な っ た。

14)オ リ ッサ 州 東 部 の ベ ンガ ル湾 に面 す る宗 教 都 市 。 ヒ ン ドゥー教 の 四 大 聖 地 の 一 つ 。 ジ ャ ガ ンナ ー ト

寺 院 の所 在 地 。 ジ ャ ガ ンナ ー トとは 、 ヴ ィ シュ ヌ神 の 化 身 ク リシ ュ ナ の 異 名 で 、 「世 界 の 支 配 者 」

を意 味 す る。

15)シ ュ リニ ケ ー タ ンは、 ヴ ィシ ュ ヴ ァ ・バ ー ラ テ ィ大 学 の 中核 施 設 の 所 在 す る シャ ンテ ィニ ケ ー タ ン

に 隣接 し、 同大 学 の 農 学 部 が 所 在 す る。
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トリーか ら考察 しよう。

バ ウルに、 なぜ彼 らがバ ウルになったのか とい う質問をする と、十中八、九、「子 ど

ものころか ら歌や音楽がす きだったか らだ」 という答がかえって くる。 しか し、個 々の

バ ウルのライフヒス トリーを詳細 に検討 してみる と、長期にわたる心理的 ・経済的不安

を経験 したのちに、バ ウルになった ようである。 ほとんどのライフヒス トリーは、彼 ら

がマ ドゥコリの生活 をは じめた り、グル をもとめた りす る前 に、それ らの行動の きっか

けとなった危機的状況があったことを、それ とな くしめ している。

ベ ンガル社会の一群 の人び とが、 なぜバ ウルの道 をえらんだのか を、ただひとつの要

因をあげて説明することはで きない。彼 らがバ ウルになった動機 には、い くつ もの要因

が複雑 にか らみあっているのがふつ うである。それ らは、慢性 的な貧 困、父母の別居に

よる家庭崩壊、本人の意志のはい りこむ余地のない結婚に対する不安、世代間の反 目、

そして土地所有権や相続権 をめ ぐる争いなど、解決で きない抑圧の具体的な経験 である。

バ ウルになった動機 のもうひとつの主要 な要因は、乳 ・幼児期 における親の死 の経験

であ る。 ライフヒス トリーの資料 に よる と、10歳 未満で父親 と死別 したバ ウルは18名

(27.3%)、 おな じく母親 と死別 したバウルは14名(21.2%)で ある。 この うち、両親 と

もに死別 したバウルは8名(12.1%)で あ る。 これ らの比率は、一般のベ ンガル人のそ

れ よりも、 はるか に高 いと思われる。

母親の死後、母親を失った乳 ・幼児 は、父方か母方の血縁親族 に育て られ、父親は再

婚 してあた らしい家庭 をもつ ことがおおい ようである。いずれ にせ よ、この ような境遇

にそだったバウルは、父親の死 にともなって、異母兄弟 間の相続権あ らそいにまきこま

れた事例が数例あった。 また、乳 ・幼児期 に父親を失ったバ ウルは、若 くして夫 を死な

せた不吉 な存在 としての母親 とともに、ただちに経済的にも心理的にも不安定 な状況に

おい こまれて しまっていた。 さらに、幼児期 に両親 と死別 し孤 児 となったバ ウル は、

「物乞い」 をする しか生 きてゆ く方法がなかった。 しか し、近隣の人び との処置で、そ

の社会 の世捨 て人の養子や養女 として保護 され、育て られた幸運なバウルも数名いた。

これは、世捨 て人の存在 その ものが、その社会全体 の維持 に寄与 していることを暗示 し

ている。

バ ウルになる動機 となったその他の要因には、低 いカ.__.スト身分による抑圧、単調な

村の生活か らの脱出願望、神 と接触 したい という宗教的欲求、世捨 て人に対するあ こが

れな どを指摘で きる。 しか し、大多数のバ ウルに共通 していることは、程度の差はあれ、

彼 らが貧 困生活か ら脱却で きないで苦 しんでいた ことである。彼 らは、まともな仕事 に

つけないそれな りの理 由をかかえていた。生 きてい く手段 は、マ ドゥコリしかなかった。

「マ ドゥコ リの生活 は、飢 えよ りまし」だったのである。彼 らは、世捨て人の生活様式

を模倣す ることによって、 と りあえず 「生存」す ることができたのである。
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この ように、バ ウルになる動機 となった要因のおお くは、 カース ト社会 に内在 してい

る特質や矛盾 に由来す るようである。そ してそれ らの要因が彼 らを脱 出で きない貧困に

おい こみ、結果 として生 じた感情的 な緊張や心理 的な不調和 は、バ ウルには、「現実」

であるが 「耐 えがたい」 と感 じられていたようである。 カース トの地位や身分に よる限

界、イ ンドの家族制度や結婚制度の本質、経済的な不安定さな どに起 因するこれ らの社

会的 ・心理的な問題 に対す る解答 は、「現実 に耐 える」 か 「耐 えが たい現実か ら自由に

なる」かの二者択一である。この ような状況のなかで、わた しが インタビュー したバウ

ルのおお くは、 これ らの問題に対す る意味ある解決策 を、「文化的に是認された世捨 て」、

す なわち 「マ ドゥコリの生活」 に見いだす ことがで きたのである。

マ ドゥコリの生活は、個人の選択肢が制 限されたカース ト社会 における、選択可能な

「もうひとつのライフス タイル」で ある。マ ドゥコリの生活 は、それが どの ような形態

であれ、 カース ト制度が存続す るか ぎり、個人が生 き延びるための 「生存戦略」 として

これか らも再生産 されるだろう。 またマ ドゥコリの生活 は、 カース ト社会のなかで差別

された り排 斥された人び とや、カース ト社会の社会関係や規範 に疑問 をもつ人びとの、

心理的 ・社会的な 「適応戦略」 として、 これか らも存続するだろ う。

マ ドゥコリの生活がいか にきびしい ものであって も、バ ウルの道 は、お なじ道 をあゆ

むバ ウルのあいだに仲間意識 をそだてる。 またバ ウルの道は、デ ィッカやベ ックの通過

儀礼 を通 じて、 グル との師弟関係 を軸 にキ ョウダイ弟子 をつ くり、擬制的親族 関係の輪

をひろげる。 さらにバ ウルの道は、宗教的 トレーニ ングを通 じてバ ウルを鍛える。バ ウ

ルの歌 を通 じてバ ウルの宗教 を学 び、 ヨーガを通 じて 自己鍛練 に努力 したバ ウルは、精

神 的にも肉体的にも自信 をもつ ようになる。そ して、みずか らの肉体 に存在する神 を実

感するために、サ ドゥナ を実践す るのであ る。バウルの道の究極の 目標に達 したバ ウル

は、宗教的求道者 として、世俗の人び とか らも尊敬 されるのである。

「バウルの道」は、「サー ドゥー」(ヒ ン ドゥー教の修行者)や 「ヨギー」(ヨ ーガ行者)、

「ボイラギ」(ヴ ィシュヌ派 の出家者)、 「ファッキール」(イ スラム神秘主義の行者)な

ど、ベ ンガル社会 に存在す るい くつかの 「世捨ての道」(シ ョンナーシ ・ポ ト)の ひ と

つである。イ ンド文明には、カース ト制度にともなって、それ と矛盾す る世捨ての制度

が、文明の装置 として組み込 まれているのである。

バ ウルの ライフヒス トリーは、バウルがベ ンガル社会の 「周縁部」の輪郭のはっ きり

した集団であることを十分 に示 している。ベ ンガル社会の大多数の人生を規定す るカー

ス ト制度に対す る彼 らの否定 は、バ ウルを社会の支配的な部分の外側 に、そ して対立す

るもの として位置づける。それに もかかわらず、バ ウルは社会的に認知 された周縁的集

団の構成 員 として、ベ ンガル社会 と親密 に共存 してい る。 このように、ベ ンガル社会の

「世俗の人び と」 と 「バ ウル」 とのあいだには、社会的 ・文化 的な緊張 と均衡が 日常的
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に存在する。そ して、バ ウルという周縁的人間の存在そのものが、ベ ンガル社会の 「中

心部」の崩壊 を守っているかのようである。 なぜ な ら 「バ ウルの道」 は、 カース ト制度

がい まだに根強いベ ンガル社会 において、社会を拒否 した人に、あるいは社会 に拒否 さ

れた人に、 「もうひ とつのライフス タイル」 を提供 してい るか らである。それはあたか

も、必然的に矛盾 をふ くまざるをえない複合社会が周縁的人間を生みだ し、その周縁的

人間の存在その ものが、社会全体 を完全 な分裂か ら守っているかのようである。 しか し

バ ウルにとっては、 カース ト制度の維持 にはたす彼 らの役割 は、 まった く理解の範 囲を

こえた ものであろう。
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